
収入済額
予算現額
収入率

支出済額
予算現額
執行率

財 政 公 表

0 100,000 200,000 300,000 400,000

その他

議会費

災害復旧費

総務費

商工費

消防費

公債費

土木費

衛生費

教育費

職員費

農林産業費

民生費

予算現額 支出済額

■一般会計（歳出）予算現額124億6,651万円
支出済額（執行率） 119億1,129万円（95.5%）

228,341/239,478(万円)＝95.3%

134,089/158,552(万円)＝84.6%

144,254/145,057(万円)＝99.4%

134,285/136,442(万円)＝98.4%

101,465/103,811万円)＝97.7%

118,014/123,352(万円)＝95.7%

77,595/77,597(万円)＝100.0%

74,179/74,490(万円)＝99.6%

67,003/67,406(万円)＝99.4%

64,230/67,311(万円)＝95.4%

39,070/39,551(万円)＝98.8%

8,495/8,507(万円)＝99.9%

（歳出）
■ 民 生 費…高齢者や障がい者等の福祉サービスなど

■ 農林産業費…農業、林業、畜産の振興など

■ 職 員 費…職員の給料や手当など

■ 教 育 費…教育、文化、スポーツの振興など

■ 衛 生 費…健康づくり推進や各種検診、ごみ処理など

■ 土 木 費…道路や橋、公園、公営住宅の整備など

■ 公 債 費…借り入れたお金の返済など

■ 消 防 費…消防や火災予防等の災害対策など

■ 商 工 費…商工業や観光の振興など

■ 総 務 費…戸籍、税務、財産管理など

■ 災害復旧費…台風災害等に伴う復旧など

■ 議 会 費…議会運営など

■ そ の 他…予備費など
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■一般会計（歳入）予算現額124億6,651万円
収入済額（収入率） 115億2,037万円（92.4%）

収入済額（万円）

＝ 収入率

予算現額（万円）

348,470/333,306(万円)＝104.5%

312,953/309,460(万円)＝101.1%

35,730/142,860(万円)＝25.0%

120,449/125,798(万円)＝95.7%

57,366/55,804(万円)＝102.8%

92,737/91,556(万円)＝101.3%

38,680/38,680(万円)＝100.0%

30,825/30,400(万円)＝101.4%

30,247/30,247(万円)＝100.0%

22,246/26,881(万円)＝82.8%

20,982/19,763(万円)＝106.2%

14,453/14,875(万円)＝97.2%

（歳入）
■ 地方交付税…町の財政状況に応じて国から交付されるもの

■ 町 税…町民税、固定資産税、軽自動車税、市町村たばこ税、都市計画税などの税収

■ 町 債…大きな事業を行うために国や銀行などから調達する借金

■ 道 支 出 金…特定の事業に対して道から交付されるもの

■ 国庫支出金…特定の事業に対して国から交付されるもの

■ 諸 収 入…預金利子、貸付金元利収入など

■ 地方消費税交付金…人口と従業員数に応じて交付されるもの

■ 地方譲与税…国税として徴収したものを、国が一定の基準により町に対して譲与するもの

■ 繰 越 金…前年度決算での余剰金を繰り越したもの

■ 使用料及び手数料

…施設の利用（例：体育館使用料）や特定の事務（例：住民票手数料）により利益を

受ける方から実費負担的なものとして徴収するもの

■ 分担金及び負担金

…事業により利益を受ける方から徴収するもの（例：土地改良事業の受益者負担金）

■ そ の 他…自動車取得税交付金、寄附金、財産収入など

■ 繰 入 金…事業を行うために町の基金から運用資金を取り崩すもの

【注】 各図表等は平成31年3月31日現在のものです。
出納整理(平成31年4月1日～令和元年5月31日)による調整のため、実際の決算額とは
多少異なります。
（事業会計の収入・支出は、消費税込みの金額を記載しています。）

町では地方自治法第２４３条の３
第１項及び芽室町自治基本条例
第１５条第３項並びに芽室町「財政
状況の作成及び公表に関する条
例」の規定に基づき、年２回、財政
状況を公表し、町民の皆さんに納
めていただいた税金などがどのよ
うに使われているか、財政状況を
通して町政の動きをお知らせして
います。

今回は平成３０年度下半期（平成
３０年１０月１日から平成３１月３月
３１日まで）の一般会計・特別会計
の執行状況と公営企業（事業会計）
の経理状況について公表します。

町の行政運営に必要な
経費を中心に計上する
ものです。

平成３０年度の一般会計予算は、
歳入歳出ともに１１４億３,０００万円で
スタートし、上半期の補正で１２１億
７，３９９万円となりました。

その後、下半期に７回の補正を行
い、繰越明許費（年度内に支出の終
わらない歳出を議会の議決を経て、
翌年度に繰り越して使える経費）を
含め、２億９，２５２万円を追加し、

１２４億６，６５１万円となりました。

補正の主なものは次のとおりです。

－歳 入－
○畑作構造転換事業道補助金、

道営畑総事業債－Ｈ３０繰越
など。

－歳 出－
○病院事業会計出資金、畑作構

造転換事業補助金、河北地区
（営農用水）道営事業負担金

－Ｈ３０繰越など。

一 般
会 計

26,899/27,021(万円)＝99.5%

109/5,097(万円)＝2.1%

平成30年度
下 半 期



上半期のみ使用

■特別会計

…特別な事業の歳入や歳出を一般の歳入・歳出と区別して計上するものです。

【注】特別会計については、転用（他会計［一般会計など］から一時的に借入する）により、

収支のバランスを図っています。

■事業会計

…地方公営企業法に基づき、独立採算制で事業を行っている水道や病院などの
公営企業の会計を計上するものです。

一般会計に対して、特定の事業を行う場合に一般の歳入歳出と区分
して処理する会計です。

平成３０年度の当初予算は、７会計合わせて５６億９，７４４万円でした
が、上半期の補正により５７億８１７万円となりました。その後、下半期の
補正により６，０２７万円を追加し、最終的な予算額は５７億６，８４４万円
となりました。

■町が出資している法人（一般会計）

北海道私学振興基金協会 十勝広域森林組合
北海道農業信用基金協会 北海道信用保証協会
北海道農業開発公社 北海道土地改良事業団体連合会
北海道市町村職員福祉協会 十勝中部広域水道企業団
北海道勤労者信用基金協会 十勝ふるさと市町村圏基金
北海道暴力追放センター 北海道健康づくり財団
十勝圏振興機構 ｱｲﾇ文化振興・研究推進機構
めむろ新嵐山㈱ 地方公共団体金融機構

■町が保有する有価証券（一般会計）

北海道曹達 北海道畜産公社 帯広ｺﾞﾙﾌ場
帯広空港ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ JFEﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ ほくほくﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ
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簡　易　水　道
特　別　会　計

公 共 下 水 道
特　別　会　計

53,621

20,741
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特　別　会　計
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4.6
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後期高齢者医療
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